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第三章 freebitのこれまでと、現在地
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日本のインターネットユーザー層の拡大を目指し「Free 
ISP‘s ISP」（無料ISPのためのISP）の立ち上げを経て、高
速固定網回線を提供するブロードバンド化事業を展開。

2000 2019 2020 202220212009 20152010 2013 2016 20182017 2023

インフラの変革期に独自技術を創出することで
成長してきたフリービットグループ

web3
2021～ 

Web2.0
2005～ 2020

Web1.0
～ 2004

一方向性の時代 双方向性の時代（中央集権型） 分散型の時代（非中央集権型）

2008
コールセンター事業を行う唐津
「SiLK Hotlines」の稼働を開始

2009
マンションISPサービスを提供する
株式会社ギガプライズを連結子会社化

2013
フリービットスマートワークス株式会社を設立

2015
MVNO事業を展開する
フリービットモバイル株式会社を設立
業容拡大のための投資を目的に
フリービットインベストメント株式会社を設立

2002
フリービット株式会社に商号を変更

2000
石田宏樹、清水高等により
株式会社フリービット・ドットコムを設立

2007
東京証券取引所 東証マザーズに上場
個人向けISP事業を展開する株式会社ドリーム・
トレイン・インターネットを連結子会社化

2010
インターネット広告代理店の
株式会社フルスピードを連結子会社化

2016
東京証券取引所市場第一部に市場変更

2022
東京証券取引所プライム市場に市場区分変更

2022
株式会社フルスピードを完全子会社化

2023
アルプスアルパイン社との資本業務提携契約締結

当
社
グ
ル
ー
プ
の
歩
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
変
遷

業
績
の
変
遷

2014

2012

201120082006 2024

大規模なオフバランス化（事業の選択と集中）及び会計方針の変更
（収益認識に関する会計基準等の適用）の影響により減少

2007

（単位：百万円）

売上高

営業利益
アドテク

モバイル

web3

Broadband

Overlay Internet

Web 2.0/M2M

IPv6

集合住宅向けISPサービス

アドテクノロジー/インターネットマーケティング

Mobile

スマホ

web3

固定網

営業利益

売上高

マンションISPサービスを提供するギガプライズ、インターネット広告代理店のフルスピードがグループの一員に。当社は、あらゆる情報機器をインターネットにつ
なぎ、安全・安心な通信を実現するユビキタス化事業も展開。そして、ビジネスを「インターネットビジネス支援事業」から「Smart Infra提供事業」へ拡張定義し、
IPv6、仮想化技術、XaaSを駆使したクラウドプラットフォーム提供サービスに事業を拡大。さらに、コンシューマ向けスマートフォンキャリア事業へと参入。回線
の接続からクラウド、webマーケティング、アドテクノロジー、そして端末デバイスまで網羅する企業体へ進化。

web3に必要な技術を新たに開発し、既存の技
術と掛け合わせることで、シード事業を創出。
今後シード事業を社会実装フェーズへ移行さ
せ、社会課題の解決に貢献していく。

freebit groupの歩み

2012
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

5Gインフラ支援事業

5G生活様式支援事業

企業・クリエイター5G DX支援事業

afb（アフィビー）
「アフィリエイト・プログラ
ムに関する意識調査2023」 ※

における、高収入パートナーからの

利用者満足度１位

TONE Coin 

世界第３位規模のNode数

※ 出所）「アフィリエイト・プログラムに関する意識調査2023 」https://affil iate-marketing.jp/release/202306.pdf

（2024年4月期実績）

営業利益

5,887
百万円

売上高

53,037
百万円

ROE

35.9％ 133.9％

TSR

集合住宅向けISPサービス

提供戸数120.9万戸
（2024年4月期末実績）

継続課金の
ビジネスモデル

固定回線／モバイル通信／集

合住宅向けインターネット接

続サービスなど、グループ全

体の収益の約85％が継続課金

のビジネスモデルによるもの。

収益の一部を活用し、中長期

的な成長のための新規事業に

先行投資を継続実行

独自の技術開発力

• 既存のインターネットに仮想

インターネットを構築する技術

（Overlay Internet）

• 通信の品質を向上または維持

するための独自の帯域制御 etc.

• 派生する技術を含め、

国内外に62件の技術特許

特許技術 取得済
国内 19件 / 海外 43件

（百万円）

（百万円）

（百万円）

MVNO事業への参入支
援サービス、ISP向けの
事業支援サービスに加
え、様々な事業法人が
クラウドやIoT等の導入
を行うための支援サー
ビスを推進

スマートフォン等を利
用したモバイル通信
サービスや固定回線に
よるインターネット関
連サービスの提供に加
え、５G Homestyle
（集合住宅向けイン
ターネットサービス）
の提供を推進

インターネットマーケ
ティングやアドテクノ
ロジー関連事業の推進
に加えクリエイター／
インフルエンサーが自
らの作品を拡散させる
ことができるプラット
フォームなどを展開

9,489 
9,932 

1,378 1,506 

2023年4月 2024年4月

売上 セグメント利益

23,261 
26,612 

2,039 3,319 

2023年4月 2024年4月

売上 セグメント利益

16,849 
19,278 

604 1,104 

2023年4月 2024年4月

売上 セグメント利益

一時売上

14.1%

継続課金売上

85.9%

18,845

7,083

Ethereum

(PoS)

bitcoin1,015,581

2009年1月開始
188ヶ月間

※Validators

2015年7月開始
110ヶ月間

2022年6月開始
27ヶ月間

（2024年9月時点）

※各BlockchainのNode
数は日々変動します。

TONE Coin

数字で見るfreebit group

https://affiliate-marketing.jp/release/202306.pdf
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

概要 主な提供ソリューション サービスの特徴

MVNO事業展開を
サポートするMVNE事業

MVNO事業者を支援するMVNEサービスを提供

MNO (NTTドコモ) とMVNO事業者の間に入り、MVNO
事業の立ち上げ・運用のサポート、コンサルティングを
行い、MVNO事業の円滑な展開をサポート

• 専任コンサルタント制

• 豊富なラインナップで
組合せは無限大

• 低コストで実現

ISP事業を
全方位バックアップ

ISP事業者に対し、プロバイダーアウトソーシング
サービスを提供。インターネット接続、大容量メール
など基本サービスに加え、オンラインストレージ・
クラウドプラットフォーム・モバイル接続といった
周辺サービスまで総合的にバックアップ

• YourNet ISP アウト
ソーシングサービス

• M-Plus! VPN

• ISP in a Cloud

高セキュリティな
ハイブリッドクラウド

汎用プランからオーダーメイドのサーバー構築まで、
幅広いニーズに対応可能なホスティングサービスを提供

次世代ファイアウォール「FortiGate」と実績と信頼高い
仮想化ソフトウェア「VMware」を組み込んだセキュアで
安定性に優れたクラウド

• freebit cloud VDC

• freebit cloud security SIM

• freebit cloud IoT Platform

ス
タ
ー
ト

そ
の
後

現
在

高品質でセキュアな高速通信、先進的ネットワーク技術を
駆使した新サービスを次々と展開

5Gインフラ支援事業では、MVNO事業への参入支援サービス、
ISP向けの事業支援サービスに加え、様々な事業法人がクラウド
やIoT等の導入を行うための支援サービスを推進

主
要
サ
ー
ビ
ス
紹
介

• Emotion Linkは ｢OverLay Internet (既存のインターネットの上に仮想的なインターネットを構築する)｣ により、通信の到達性や安
全性を柔軟に確保することができる、安全・安心な通信を実現するネットワーク・ソリューション

• ネットワークの実現に必要な機器、端末同士の安全な双方向通信、ファイアウォールやNATを越えたダイレクト・アクセスを実現

Highlight Technology

独自技術【Emotion Link】

Emotion Linkでは、顧客の様々なニーズにお応え
するため、多様な機器のネットワーク化を可能にする豊
富なクライアントバリエーションを用意しています

ソフトウェア型

USB型 ボックス型 機器組み込み型

IPアドレスIPアドレス

IPアドレスIPアドレス

OverLay Internetであらゆる機器の
安全・安心な通信を実現

Emotion Link
ネットワーク

従来の
ネットワーク

NATやファイアウォールなどの
ネットワーク障壁を越えた通信を実現

従来の
ネットワーク

Emotion Link
ネットワーク

｢Free ISP’s ISP｣ から始まった free you a bit

5Gインフラ支援事業
5G eSIM

AI Blockchain
により、膨大なヒトとモノが安心・安価につながるインフラプラットフォームを提供

スタック型

• 5G時代に対応するための次世代ネットワークやデータセンター

を構築し、クラウド基盤を活かしたサービス提供の強化や5G、

eSIM (組み込み型のSIM) を活用したサービスも展開するとと

もに、それらをはじめとした事業リソースを組み合わせたサー

ビスも拡大していく

• 国内産業向け5G関連市場は2,106億円、IoT市場は10.2兆円とい

う巨大市場の創出が見込まれている

• その市場を視野に入れ、安定かつ安心・安全な通信インフラ

サービスの継続的な提供を行いつつ、5G時代に対応する次世代

ネットワークやデータセンターを構築し、5GやeSIMを活用し

た新サービスの展開を目指す

各事業セグメントの紹介

日本のインターネットユーザー層の拡大を目指し ｢Free ISP’s 
ISP｣(無料ISPのためのISP) というコンセプトの事業からスタート
したフリービット
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

社
会
課
題
を

｢

ト
ー
ン
モ
バ
イ
ル｣

で
解
決

どこからでも気軽に
無料で医師等※2に
オンライン健康相談

スマホ上で動作するAIが
SNS利用の危険度を判断

増加する  ｢SNSでの誹謗中傷｣等

の問題解決のために、SNS上のト

ラブルにつながりそうなメッセー

ジをキャッチし、保護者にお知ら

せ

医師等が健康に

関するアドバイス

を実施

TONE Careでは、医師

等が契約者や利用者、ご

家族の健康相談を実施

チャットで気軽に
相談。月に何度で

も利用可能

お手軽にチャットで、

しかも無料で何度も相

談ができる

オンライン健康

相談は1回15分で

月2回まで

1回15分で、月2回まで

お手持ちのトーンモバイ

ルから気軽に相談可能

企画 / 設計 / デザイン

MVNE＋各種コア技術 ハードウェア開発

MNO

コールセンター
/ BPO業務

顧客管理システム
/ 決済システム

マーケティング

接
続

生産のみOEMに外部委託

Highlight Technology

フリービットグループの技術を集結させた ｢トーンモバイル｣は「TONE IN」戦略を展開

5G生活様式支援事業 ①
｢安心安全な生活｣ ｢健康｣ ｢働き方｣ ｢住まい｣ 等の ｢コト｣ 市場の創造を支援する事業プラットフォームを提供

5G Lifestyle（TONE/DTI） 個人をメインターゲットとしたスマートフォン等を利用したモバイル通信サービスや固定回線による
インターネット関連サービスの提供

トーンモバイルがもつソフトウェアコン
ポーネント資産「TONE Ware」をス
マートフォンやIoT機器で動作させ、
OEM提供を含む「TONE IN」戦略を展
開。そして 「TONE Ware」における
ユーザ認証のweb3化も推進

ID/Pass VC※1

当社運営のWeb2.0型共通IDサービス
「freepass」を進化させ、web3型のwallet 
を利用したVC/DID型の構造へ進化中

※2 医師以外の有資格者が相談を受ける場合があります。

※1 VC（Verifiable Credentials）：学歴や資格、身分証明などの情報を保有し、それが信頼できる機関によって検証されていることを証明するデジタル証明書

やさしいスマホへ。

トーンモバイル

▷フリービットグループの
有する技術のShowroomと
しての位置付けも担う

トーンモバイルは

• 子供たちが初めて使うスマホはどうあるべきか
• シニア世代が使うスマホはどうあるべきか

を考え、テクノロジーによってできること、スマホ
を使うことへの不安やストレス、抵抗感を軽減し、
安心・安全に使える「やさしいスマホ」を提供

夜使えないスマホ

夜中もスマホが心配

（22時-6時利用できない）

スマホの
利用が不安

置くだけ
サポートあんしん

インターネット

Webは危険

TONEカメラ

自画撮り被害防止

あんしん電話

詐欺電話が心配

ライフログ

健康でいたい

(中之条メソッド)

遠隔サポート

店舗が近くにない
操作が難しい

TONEファミリー

子どもにスマホを
持たせるのが不安

各事業セグメントの紹介
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

集合住宅向けISPとスマートライフを支援する
ギガプライズ

• 5G生活様式支援 事業の5G Homestyle （集合住宅向け インターネット

サービス) の提供を行っているギガプライズは、集合住宅をターゲットに

したインターネットサービスプロバイダ (ISP) として、高速かつ安定した

インターネット接続サービスを提供

• 不動産業界向けの業務支援システムやクラウドベースの監視カメラサー

ビスなど、デジタル化を進める多彩なソリューションの展開も進行中

S
m

a
rt C

ity

実
現
に
向
け
た

取
り
組
み

• ギガプライズグループが運営する 
｢LIVINGTOWN みなとみらい｣ は、｢住｣ を
中心に暮らしのアップデートをサポートす
る異業種共創型の複合施設

• 5GやIoTなどの次世代通信技術を活用した
スマートホーム体験を提供し、スマートタ
ウン実現に向けた実証検証を推進

テクノロジーで暮らしを豊かにす
るべく、住宅周辺の環境において
も様々なソリューションを展開

• クラウド型防犯カメラは、レコーダーを使わずに映像
をクラウドに記録。ゴミ置き場の不法投棄・駐輪場の

トラブル対策から侵入・窃盗等の犯罪抑止と、入居者
に「安心感」を提供

• スマートポールは、基本的な街灯機能や 、LED灯の

イルミネーション機能、クラウド型防犯カメラを搭載
し、安心・安全を提供

• ギガプライズは住まいの課題やニーズに合わせたソ

リューションサービスの開発や改善に取り組み、物件
価値向上と快適で豊かなくらしの実現に貢献

Highlight Technology

自社運営による独自サービス展開で競争優位性を確保

当社独自のサービス展開による
競争優位性の構築

専用線型 優先ゲｰト方式

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

ハウスメーカー様

不動産管理会社様

入居者様

＜自社運営による対応力と開発力＞

要望

顧客
ニーズ

業界
課題

自社運営

サポート

施工管理

NW運用

5G生活様式支援事業 ②
｢安心安全な生活｣ ｢健康｣ ｢働き方｣ ｢住まい｣ 等の ｢コト｣ 市場の創造を支援する事業プラットフォームを提供

通期

累計実績

15.7万戸

56.4 

74.5 

90.0 

105.1 
120.9 

2020.3

実績

2021.3

実績

2022.3

実績

2023.3

実績

2024.４

実績

＜集合住宅向けISPサービス サービス提供戸数 実績＞

2024年
４月期（13カ月）

5G Homestyle（GIGA PRIZE） 集合住宅向けインターネットサービスの提供に加え、新規サービスの確立にも注力

各事業セグメントの紹介
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

企業・クリエイター
5G DX支援事業

企業だけでなく、今後のモノづくりの中心となるクリエイターやインフルエンサーに寄り添って｢市場創出から市場投入、顧客関係維持｣
までを可能とするプラットフォーム構築を支援する事業

5G時代のモノづくりを、企業だけでなく、クリエイターやインフルエンサーに寄り添って、
独自のDX手法によりプラットフォーム構築を支援していきます。

市場創出 価値創造 検証 市場投入
顧客関係

維持

企業・クリエイター5G DX支援事業

M&Aやアライアンスによる
事業拡大の変遷

LINE特化型
CRM

2021.2 外部連携

ブランドセーフ
アフィリエイト

2020.7 グループ開発

CRO

2020.5 自社開発

リアル×動画パフォーマ
ンスプラットフォーム

2020.3 M&A

NFT発行支援

2021.10

インフルエンサー
プラットフォーム

2020.6 外部連携

動画トラッキング
ソリューション事業

2019.10 外部連携

マレーシアでの
100%子会社立ち上げ

2020.1 新規

先端技術のwebマーケサービスを提供  フルスピード
100万サイト超のアフィリエイトネットワーク  フォーイット

アドテクノロジー
(FIG)

インターネット
マーケティング

(FSM)

広
告
主

FS

SNS

アフィリエイト

リスティング

SEO・制作等

DX支援等

インフルエンサー

Webサイトコンサルティング
SNSコンサルティング

広告運用代行・
コンサルティング

アドテクノロジー・広告ツール

グローバルマーケティング

ストラテジックプランニングと自社プロダクトの
強化による、企業向け・クリエイター向けDX事業の展開

DeepTrack (ASP管理ツール) Start DX (EC化支援等)

StandAlone

※ クリエイター向けPF

代
理
店

コンサル

広告運用 その他

事業モデル 商材

消費者

クリエイター (インフルエンサー) DXによる、
クリエイターエコノミーの形成

消費者
クリエイ

ター

広
告
主

代
理
店

パフォーマンス・テック・プラットフォーム

グローバル・パフォーマンス・
プラットフォーム
※ クロスボーダーのグローバルASP

ストラテジックプランニング

※ 広告の枠を越えた統合マーケ
ティングコミュニケーション

5Gマーケティングを
意識したサービスの拡
充やインフルエンサー
ズマーケティングの拡
大を図る

web3を視野に入れた
インターネットマーケ
ティングやアドテクノ
ロジー関連事業の推進

クリエイター / インフルエン
サーが大手プラットフォーマー
を介さずに自ら情報発信し、そ
の価値を最大化できるクリエイ
タープラットフォーム
「StandAlone」を展開

+

Highlight Technology

パフォーマンステクノロジーネットワーク / ASP

• フォーイットが運営する成果報酬型
のアフェリエイト・サービス ｢afb｣
は｢顧客第一主義｣ を掲げ、パート
ナーへの支払いサイクルは業界最速

• ｢アフィリエイト・プログラムに関す
る意識調査2023｣ における利用者満
足度において、高収入パートナー(月
50万円以上の収入) からの満足度、

12年連続でNo.1を獲得しています

出所）「アフィリエイト・プログラムに関する意識調査2023 」https://affiliate-marketing.jp/release/202306.pdf

各事業セグメントの紹介

インフルエンサー
プラットフォーム

M&A2024.9

外部連携
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

フリービットは、自らの利益を追求するだけでなく、インターネットをひろげること

で社会に貢献する企業でありたいと考え、「Being The NET Frontier！」を企業理念

として掲げています。

そしてそれは、持続可能な社会を創っていくための「パーパス」でもあります。

高度な技術革新により、様々な領域で数多くの社会問題を解決するソリューションの

開発／提供を通じて、社会に貢献する企業として、Internetをひろげ、社会に貢献する

という企業理念＝パーパスのもと、社会インフラとしてのインターネットの新たな

「価値」の創造を目指してまいります。

B e i n g  T h e  N E T  F r o n t i e r  !
Internetをひろげ、社会に貢献する

企業理念＝パーパス

パーパスを実現するために

フリービットグループは、地球環境、高齢化社会、知の爆発といった社会問題の解決を中期経営

計画である『SiLK VISION』の根幹に位置付け、誰もが安心して利用できる社会インフラとして

のインターネット「Trusted Web」を基盤としたインターネットプラットフォームを作り出すこ

とで、当社グループの継続的価値を生み出して社会に貢献してまいります。

M a t e r i a l i t y
重要課題

当社では、企業理念に基づき、社会インフラとしてのインターネットの新たな「価値」

の創造を目指す、というパーパス（基本理念）に基づき、ESGやSDGsの視点を取り入

れ注力する４つの領域でマテリアリティを設定しました。

◼ インターネットガバナンス

◼ コンプライアンス

◼ リスクマネジメント

◼ 気候変動への対応

◼ 地球環境改善への貢献

◼ ITを駆使した社会課題の解決

◼ 社会情勢・ライフスタイルの変化に

応じたITサービスの提供

◼ 女性の活躍機会の促進

◼ ライフステージにキャリアが左右され

ない柔軟な制度の導入

◼ 外国人、若手人材のマネジメント層へ

の積極登用

◼ DX人材の採用、育成、定着

B u s i n e s s

◼ 安定した品質によるインフラ基盤の提供

◼ 技術革新への継続的な取り組み

◼ デジタル社会をサポートするITシステムの開発

持続的成長を目指す事業基盤

◼ グループシナジーによる新事業基盤の創出

◼ 環境負荷が極めて低く継続性が高い、

ブロックチェーン技術の開発

◼ 企業だけでなく、多彩な個人の支援

G o v e r n a n ceE n v i r o n m e n t / S o c i a l

ガバナンス体制
地球環境・
少子高齢化社会への対応

多様な人材による
サクセッションプラン

P.36-38P.36-38

H u m a n  r e s o u r c e s
P.33-35P.33-35P.22-25P.22-25

サステナビリティ基本方針とマテリアリティ
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

Full Speed

サーバーの仮想化（クラウド）を積極的に

進めております。この技術革新により、物

理的なサーバー台数を削減し、エネルギー

消費を大幅に減少させることに成功しまし

た。仮想化技術の導入は、データ処理能力

を維持しつつも、エネルギー効率の最適化

を図ることを可能にし、CO2排出量の削減

にも寄与しております。

freebit

独自のブロックチェーン技術による環境負荷低減への取り組み

DX化の拡大や大規模言語モデルの進展などにより、運用されるサーバーの消費電力は

益々増大することが予想されます。当社グループは気候変動リスクに対し、環境の負

荷低減につなげるためのネットワーク設備の更新や、業務などのDX促進の過程におい

て生産性の向上を図るとともに環境への負荷軽減を行うなど、省電力化、省エネ化、

カーボンオフセットなどの取り組みについてより一層努めてまいります。

E n v i r o n m e n t
環境

データセンター移設統合によるエネルギー削減

freebit

データセンターの移設及び統合プロジェク

トを推進しております。この取り組みによ

り、最新の省電力技術を活用した設備への

更新と、運用効率の最適化を実現しました。

その結果、省エネ化を大幅に進めることが

でき、CO2排出量の削減にも成功しており

ます。

サーバーの仮想化（クラウド）によるエネルギー削減

地球環境に配慮した事業展開

GIGA PRIZE

freebit web3 Blocks
(Powered by CountUp)

TONE Chain
ノード数世界第３位規模

のL1 Blockchain

freebit groupのESG 経営

当社は独自のモバイルL1ブロックチェーン「TONE Chain」を開発し、スマー

トフォンの充電時に生じる余剰リソースを活用することで、従来のブロック

チェーン技術とは異なり、大規模なコンピューターリソースを必要としない、

効率的かつ低負荷なブロックチェーン技術の実現に成功しました。この革新的

な技術により、従来のブロックチェーンのシーリング（採掘）と比較して環境

負荷を著しく低減し、持続可能なデジタル社会の構築に貢献しております。さ

らに、TONE Chainの仕組みによってエネルギー消費の削減と、CO2排出量の

低減を図ることで、環境への影響を最小限に抑えることが可能となりました。

このような当社独自の技術開発は、環境保護とデジタル社会の発展を両立させ

る新たな一歩であり、より多くの人々が安心して利用できる持続可能なブロッ

クチェーンエコシステムの普及にも貢献しております。
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

同施設では、5GやIoTなどの次世代通信技術を活用

したスマートホーム体験を提供し、スマートタウン

実現に向けた実証検証を進めております。この取り

組みにより、持続可能な生活環境の創出を目指し、

エネルギー効率の高い未来型住宅の開発や、都市部

における質の高い生活基盤の構築を推進してまいり

ます。これらの実証実験は、サステナブルな社会へ

の貢献だけでなく、テクノロジーがもたらす新しい

生活様式の可能性を探る重要な一歩にもなり得ます。

一般社団法人集合住宅デジタル高度化協議会に参画

同協議会への参画を通じて、集合住宅のデジタル環境高度化を推進しています。現

代社会においてインターネット環境は生活必需品となり、特に集合住宅では選択肢

の限られる通信環境がデジタルディバイドを引き起こす原因となっています。同協

議会の活動に参加することで、テレワークや遠隔授業などの新しい生活様式に対応

する高品質なインターネット環境を、あらゆる集合住宅に提供することを目指して

います。これにより、社会全体の情報通信インフラの向上に寄与してまいります。

FORiT

ECの利用拡大と宅配業界の人手不足が引き起こす配達員の過剰な負荷という社会

問題に対応しております。具体的には、職場での荷物受取り運動を推進し、社員が

オフィスで直接荷物を受け取ることにより、再配達の回数を大幅に削減し、効率的

な配送プロセスの実現に貢献しています。この取り組みにより、宅配業界の持続可

能性を支え、配達員の負担軽減に努めることで、より良い労働環境の実現を目指し

ております。

複合型商業施設「LIVINGTOWN みなとみらい」の運営

「One Vision」を通じたステークホルダー資本主義の実装

freebit
web3によるステークホルダーコミュニティ実証実験「One Vision」は、ステーク

ホルダー資本主義の理念に基づき、web3時代の新たなステークホルダー還元モデ

ルを探求しております。このプロジェクトでは、「TONE Chain」を使ったブロッ

クチェーンネットワークの運営により、顧客、株主、従業員が一つのビジョンを

共有する非中央集権的コミュニティの形成を目指しております。全ステークホル

ダーが相互に連携し、ともに成長する持続可能なエコシステムを構築することで、

社会全体の発展に貢献するユースケースになることを企図しております。

S o c i a l
社会

社会情勢・ライフスタイルの変化に応じた取り組み

職場受け取り運動

GIGA PRIZE

当社グループは、自らの利益を追求するだけではなく、「Being The NET Frontier! 

Internetをひろげ、社会に貢献する」ことを企業理念に掲げ、高度な技術革新により、

様々な領域で数多くの社会問題を解決するソリューションを開発/提供していきます。

当社グループが有する高度な技術力とサービス開発力を軸として、地方や途上国におけ

る雇用機会の創出などを推進しております。

GIGA PRIZE

freebit groupのESG 経営



I
n

t
e

g
r

a
t

e
d

 
r

e
p

o
r

t
 

2
0

2
4

35

第三章 freebitのこれまでと、現在地

S o c i a l
社会

freebit

トーンモバイル事業において、誰でも安心して使用できる“やさしいスマホ”を提

供しております。トーンモバイルは、お子様向けの見守り機能や利用制限機能に

加え、シニアの方々向けに健康相談や健康管理をサポートするサービスも備え、

家族全員が安全に利用できる環境を実現しております。これらの取り組みにより、

社会全体のデジタルインクルージョンの推進に貢献しております。

誰でも安心して使える“やさしいスマホ”

糸島市営体育館でのインターネット接続環境構築

糸島市営体育館に高品質インターネット接続サー

ビスの提供を実施いたしました。これにより、日

常のスポーツ活動から災害時のコミュニケーショ

ン確保まで、地域社会安全とセキュリティの向上

を実現。公共施設のデジタル化を通じて、住まい

を中心とした安心できる街づくり、持続可能な社

会の構築に向けた重要な取り組みの一つとして貢

献しております。

ITを駆使した社会課題の解決 社会貢献活動

GIGA PRIZE

東松山市まち・ひと・しごと創生団体

FORiT

2018年11月に、「東松山市まち・ひと・しご

と創生総合戦略」への協力団体として認定を

受け、事業を通じた地域発展や振興に取り組

んでいます。

freebit smart 
works

佐賀県唐津市にコールセンター事業所を開設し、

インターネット接続事業者のコールセンター受

託業務などを行っております。

地方・新興国における雇用機会の創出

フィリピン・セブ島にて60人以上を現地採用し、

アド・テクノロジーシステムの開発業務、運用

型広告の運用業務などを行っております。

NFTを活用した地方創生企業への出資

FORiT

日本最大級のWEB3.0型NFTマーケット

「HEXA（ヘキサ）」の運営会社に出資。デジ

タル住民票NFTをヘキサで販売することで、

WEB3.0型の関係住民創出により地方創生の活

動を行っています。

Full Speed

freebit groupのESG 経営
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

石田 宏樹
代表取締役社長

友松 功一
取締役

米谷 信彦
社外取締役

土岐 英秋
社外取締役

竹田 靑滋
社外取締役

和田 育子
取締役

清水 高
取締役副社長

篠 秀一
常勤監査役

山口 勝之
社外監査役

矢田堀 浩明
社外監査役

松岡 彰洋
常勤社外監査役

上記は、各人のすべてのスキル・経験・能力・そのほかの知見や素養を表しているものではありません。各項目の「経験」は該当する業務や役職に、原則として通算３年以上従事したものを指します。

G o v e r n a n c e
ガバナンス

ス
キ
ル
マ
ト
リ
ク
ス

地位・役職など ジェンダー 社外性
企業経営に
関する知見

業界知見
マーケティングに

関する知見
国際性に

関する知見
労務人事に
関する知見

財務会計に
関する知見

法務・ガバナンス
に関する知見

専門性

5Gインフラ支援 5G生活様式支援
企業・クリエー

ター 5GDX支援
業務関連性の

ある資格

取
締
役
会

石田 宏樹 代表取締役社長 CEO兼CTO 男 性 ● ● ● ● ● ●

清水 高 取締役副社長 CFO 男 性 ● ● ● ●

友松 功一 取締役CHRO 男 性 ● ●

和田 育子 取締役CSO 女 性 ● ● ● ● ●

米谷 信彦 社外取締役 男 性 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

竹田 靑滋 社外取締役 男 性 ● ● ● ● ●

土岐 英秋 社外取締役 男 性 ● ● ● ● ●

監
査
役
会

篠 秀一 常勤監査役 男 性 ● ● ●

松岡 彰洋 常勤社外監査役 男 性 ● ● ● ●

山口 勝之 社外監査役 男 性 ● ● ● ● 弁護士

矢田堀 浩明 社外監査役 男 性 ● ● ● 公認会計士

合計 6 6 5 5 3 4 4 4 6 7

freebit groupのESG 経営 役員紹介



I
n

t
e

g
r

a
t

e
d

 
r

e
p

o
r

t
 

2
0

2
4

37

第三章 freebitのこれまでと、現在地

基本的な考え方

当社グループは、高度な技術力とサービス開発力を軸として、魅力ある価値創造企業を目指しております。また、

企業価値の最大化を図り、企業の社会的責任を果たしていくためには、透明性が高く環境の変化に迅速に対応でき

る経営体制の確立とコンプライアンス遵守の経営を追求することが不可欠であると考えており、コーポレートガバ

ナンス体制の充実を経営の最重要課題と位置付けて積極的に取り組んでまいります。

機関設計

コーポレートガバナンス

取締役会

監査役会

指名報酬委員会

体制図

株主総会

取締役会 監査役会

会計監査

顧問弁護士各部門グループ各社

グループ管理会議 執行役員会

経営会議

内部監査室

代表取締役社長
指名報酬
委員会

選任・解任 選任・解任 選任・解任

監査

連携

連携

連携

会計監査

報告

報告

報告

報告

選任
解任
監督

上程
報告

選定・解職
監督

指示

指示 報告

助言・指導

相談
内部監査

内部監査連携

指示 報告

諮問機関

報告指示） （

取締役会は、取締役７名（内３名は社外取締役）で構成されて

おり、月に１度の開催を定例としつつ必要に応じ随時開催し、

広い見地からの意思決定、業務執行の監督を行っています。ま

た法令・定款・取締役会規則に定める事項のほか幅広く報告し

議論し決議しています。なお、取締役会には監査役も出席し、

取締役の業務執行について監査を行っています。

監査役会は、常勤監査役２名、非常勤監査役２名で構成されてお

り、月に１度開催しています。各監査役は、監査役会で策定した

年間監査計画に基づき重要な会議に出席する他、業務及び各種書

類や証憑の調査を通じ取締役の業務執行を監査しております。な

お、監査役、内部監査室及び会計監査人は、情報交換、意見交換

を行うなどの連携により、監査機能の向上に努めています。

指名報酬委員会は、代表取締役、取締役の指名及び報酬に関す

る手続きの公正性・透明性・客観性を強化し、コーポレート・

ガバナンスの充実を図ることを目的に、代表取締役１名、独立

社外取締役２名以上を含む委員３名以上で構成されており、取

締役会の諮問機関として設置されています。同委員会は、取締

役会の諮問に応じて、取締役の選解任や報酬などに関する事項

について審議し、取締役会に対して答申を行います。

freebit groupのESG 経営
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第三章 freebitのこれまでと、現在地

役員報酬の種類、概要

月例の固定報酬とし、株主総会で決議された報酬限度額の範囲内で、役位、

職責、在任年数、貢献度などに応じて総合的に勘案して決定しています。
① 基本報酬

当社の中長期的な企業価値向上に向けた取り組みをより強化し、株主との一

層の価値共有を進めることを目的として、当社取締役会であらかじめ設定す

る評価期間・業績評価指標の達成度に応じて交付する業績連動型譲渡制限付

株式を付与するものとし、各取締役への具体的な付与数は役位、職責、貢献

度などに応じて決定し、原則として評価期間終了後に付与しています。

② 業績連動型譲渡

制限付株式報酬

当社の中長期的な企業価値向上に向けた取り組みをより強化し、株主との一

層の価値共有を進めることを目的として、当社取締役会においてその要件、

付与数の算定方法、交付時期などを決定した上で一定期間継続して当社の取

締役などを務めることを条件に譲渡制限を解除することなどを定める勤務継

続型譲渡制限付株式を付与するものとし、各取締役への具体的な付与数は役

位、職責、貢献度などに応じて決定しています。 

③ 業績連動型譲渡

制限付株式以外

の非金銭報酬

種類別の報酬割合については、当社と同様の業態に属する企業の報酬水準などを踏まえ、当社の特性

を考慮した上で、基本報酬額をベースとして定め、その役位・職責などを考慮して、業績連動報酬及

び非金銭報酬などの割合について、指名報酬委員会にて検討を行うものとしています。取締役会は、

指名報酬委員会の答申内容を尊重し、取締役の種類別の報酬割合を決定することとしています。

株主総会に諮る候補者の指名を行うにあたっては、指名報酬委員会の答申内容を尊重し、当社の企業

価値向上に資することが期待できる人材を社内外から選出し、取締役会において決定します。 

解任にあたっては、会社法上の欠格事由に該当した場合のほか、その他法令や上場制度、当社定款な

どの定めに反する場合、職務執行に不正があった場合に取締役会で審議の上、決定もしくは株主総会

に解任議案を上程します。

当社は、毎年全役員を対象に外部機関による取締役会の実効性に関する個別アンケートを実施し、そ

の集計を基に分析・評価を行っています。

その結果、当社取締役会は概ね適切に機能しており、実効性が確保されていることを確認しましたが、

特に経営陣幹部の育成に関して重要な課題と指摘されました。また、サステナビリティや人的資本経

営に関する審議機会が不足していたという指摘もあり、ステークホルダーや資本市場の要請に応える

ために議論を深める必要があると分析しています。新たに認識された課題については、アクションプ

ランの検討及び実施に取り組んでまいります。

当社の取締役の報酬は、当社が持続的な企業成長を図っていくにあたり、将来を見据えた後継者育成

計画の重要性を踏まえ、そのための候補人材を人種や国籍、性別、年齢などに左右されることなくあ

らかじめ確保するとともに、適切な時間と資源をかけて育成し経営者として必要な資質を備えさせて

いくことが不可欠であり、また、企業規模拡大を担う次代の経営人材層を厚くしていくことで、ひい

ては当社の中長期的な企業価値向上に資することになるとの認識のもと、インセンティブとして十分

に機能するよう、個々の取締役の報酬の決定に際しては役位、職責、在任年数、貢献度などを踏まえ

た適正な水準とすることを基本方針とし、基本報酬としての固定報酬及び株主価値との連動性をより

重視した株式報酬から構成され、取締役会の決議により決定しています。

取締役会の実効性評価

取締役の選解任と手続き

役員報酬を決定するに当たっての方針と手続

freebit groupのESG 経営
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非財務サマリー 23/4 24/4

従業員数（人） 913 884

女性社員比率（％） 34.7 34.5

女性管理職比率（％） 14.3 13.6

女性の育児休暇取得者数（人） 5 7

女性の育児休暇復帰率（％） 100.0 100.0

非財務サマリー 23/4 24/4

有給取得率（％） 84.6 82.8

平均年齢（歳） 40.2 41.0

平均勤続年数（年） 6.7 7.6

平均年収（万円） 633 619

外国人従業員数（人） 13 12

（百万円）

10カ年財務サマリー 15/4 16/4 17/4 18/4 19/4 20/4 21/4 22/4 23/4 24/4

業績状況

売上高 21,469 28,389 35,222 38,653 50,365 55,295 52,009 43,075 46,771 53,037

営業利益 1,244 1,902 1,321 1,851 2,981 2,587 3,403 3,165 4,007 5,887

経常利益 982 1,322 807 1,426 2,569 2,481 3,661 2,878 3,707 5,756

親会社株主に帰属する当期純利益 1,025 553 △150 △567 279 △619 1,586 827 1,792 3,566

売上高営業利益率（％） 5.8 6.7 3.8 4.8 5.9 4.7 6.5 7.3 8.6 11.1

総資産経常利益率（ROA）（％） 5.4 6.4 3.4 5.1 7.3 6.1 9.5 8.2 10.4 15.5

自己資本当期純利益率（ROE）（％） 12.9 5.6 △1.5 △6.1 3.1 △7.3 18.9 10.6 23.7 35.9

財政状況

総資産 19,323 21,931 25,597 30,796 39,164 42,472 34,835 35,050 35,926 38,183

純資産 10,654 11,164 11,251 10,675 11,308 10,848 12,148 11,039 11,032 15,196

自己資本比率（％） 50.9 45.5 37.7 28.8 23.0 19.0 25.0 19.6 22.9 30.5

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,207 1,751 3,811 1,030 3,182 1,480 7,122 2,333 3,322 4,225

投資活動によるキャッシュ・フロー △524 △508 △2,291 △2,140 △3,688 △1,870 △2,655 510 △644 △1,085

財務活動によるキャッシュ・フロー 585 △306 844 4,504 2,320 625 △2,571 △2,731 △2,110 △2,720

１株当たり指標

１株当たり当期純利益（円） 51.40 24.75 △6.77 △25.56 12.59 △27.93 74.06 41.86 95.07 178.58

１株当たり純資産（円） 436.56 449.30 434.70 399.88 405.57 368.19 415.12 366.01 412.94 582.26

１株当たり配当金（円） 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.50 8.00 27.00

配当性向（％） 13.6 28.3 - - 55.6 - 9.5 17.9 8.4 15.1

財務 / 非財務ハイライト

※フリービット（株）及び連結子会社が対象、4月30日に終了した各連結会計年度の数値

※2024年４月期において、連結子会社である（株）ギガプライズ及びその子会社は決算日を３月31日から４月30日に変更したため、2023年４月１日から2024年４月30日までの13ヶ月が連結対象期間となる
※非財務サマリーに掲載の数値は従業員数を除き、いずれもフリービット（株）単体の数値
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